
庄
内
５
市
町
議
会
の
正

副
議
長
で
構
成
す
る
庄
内

市
町
村
議
会
議
長
会
（
会

長
・
佐
藤
猛
酒
田
市
議
会

議
長
）
が
４
月

日
開
か

26

れ
、
東
北
公
益
文
科
大
学

の
早
期
公
立
化
を
め
ぐ
っ

て
、
「
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
た
議
論
が
必
要
」
と
の

声
明
を
決
め
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
「
公
益

大
の
公
立
化
に
つ
い
て
」
、

県
高
等
教
育
政
策
主
幹
の

講
話
が
あ
り
、
資
料
が
市

議
会
に
公
開
さ
れ
、
そ
の

一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

公
益
大
の
課
題
と
し

て
、
入
学
者
の
推
移
は
、

平
成

年
度
以
降
の
入

22

学
定
員
２
３
５
人
に
対

し
、
平
成

年
度
か
ら
令

30

和
２
年
度
に
か
け
て
は
、

定
員
を
満
た
す
入
学
者
を

確
保
し
た
が
、
令
和
５
年

度
と
令
和
６
年
度
は
、
入

学
定
員
を
満
た
さ
な
か
っ

た
。私

立
大
学
を
め
ぐ
る
全

国
的
な
状
況
と
し
て
、

歳
人
口
の
減
少
に
伴

18
い
、
２
０
２
６
年
以
降
は

大
学
進
学
率
が
上
昇
し
て

も
、
大
学
進
学
者
数
は
減

少
局
面
に
突
入
す
る
と
予

測
さ
れ
る
。

私
立
大
学
の
経
営
状
況

は
、
私
大
の
約

％
が
入

53

学
定
員
未
充
足
で
、
約
26

％
が
充
足
率

％
未
満
に

80

あ
る
。

地
方
の
中
小
私
大
の
収

支
状
況
は
、
約
４
割
が
赤

字
傾
向
に
あ
る
。

公
立
化
の
検
討
は
、
令

和
元
年
７
月
に
内
部
で
勉

強
会
を
開
始
し
、
着
手
し

た
。令

和
５
年
３
月
に
「
東

北
公
益
文
科
大
学
の
公
立

化
と
機
能
強
化
に
係
る
と

り
ま
と
め
」
（
工
程
：
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
）を
作
成
し
、

６
月
補
正
予
算
で
、
公
立

化
と
機
能
強
化
の
基
礎
調

査
を
計
上
し
た
。

検
討
課
題
で
は
、

設
立
団
体
は
、
県
と
２

市
３
町
が
関
与
す
る
方
向

で
検
討
。

財
政
負
担
は
、
入
学
金

収
入
と
授
業
料
収
入
（
減

少
）
、
及
び
設
置
団
体
の

運
営
費
交
付
金
と
な
る
。

自
治
体
か
ら
の
運
営
費

交
付
金
は
、
普
通
地
方
交

付
税
の
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
さ
れ
る
。

地
方
財
政
措
置
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
県
と

２
市
３
町
の
負
担
割
合
を

調
整
中
で
あ
る
。

大
学
の
機
能
強
化
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、
高
校

生
ア
ン
ケ
ー
ト
と
事
業
所

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
起

業
マ
イ
ン
ド
育
成
や
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
育
成
の
取
り
組

み
を
図
り
、
国
際
学
部
の

設
置
を
令
和
８
年
４
月
に

行
う
、
な
ど
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

県
議
会
で
は
令
和
４
年

９
月
の
予
算
特
別
委
員
会

で
、
小
林
剛
也
総
務
部
長

が
、
「
公
益
大
の
公
立
化

の
先
行
事
例

校
を
調
査

10

し
た
結
果
、
全
国
か
ら
志

願
者
が
集
ま
り
倍
率
が
上

昇
し
、
そ
の
一
方
で
県
内

の
進
学
率
は
低
下
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

۬
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▽
５
月

日
、
小
真
木
原
総
合
体
育
館

20

等
で
第

回
鶴
岡
市
子
ど
も
ま
つ
り
が

50

開
催
さ
れ
、
加
藤
鮎
子
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
も
会
場
に
立
ち
寄
っ
た
事
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▽
私
は
２
月
議
会
で
「
子
ど
も
会
議
」

等
、
子
ど
も
の
意
見
を
施
策
に
反
映
す

る
仕
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

関

形
だ
け
で
な
く
広
く
子
ど
も
の
意

見
を
聞
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
も

必
要
。
「
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
制

度
」
が
日
弁
連
か
ら
も
提
言
さ
れ
、
共

産
党
も
提
案
し
た
。
法
律
に
は
盛
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
が
、
意
見
反
映
を
確
認

す
る
体
制
を
と
る
べ
き
。

子
ど
も
政
策
課
長

県
子
ど
も
会
議
の

他
に
、
子
育
て
中
の
方
や
、
子
育
て
支

援
に
取
り
組
む
団
体
等
様
々
な
方
か
ら

意
見
を
聴
い
て
い
く
が
、
聴
い
た
後
の

反
映
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
非
常
に
大

事
な
部
分
。
第
三
者
的
な
制
度
は
入
っ

て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

た
か
、
或
い
は
反
映
さ
れ
な
い
理
由
は

何
か
、
し
っ
か
り
と
知
ら
せ
て
行
く
。

▽
昨
年
４
月
の
子
ど
も
庁
設
置
法
案
・

子
ど
も
基
本
法
案
に
共
産
党
は
反
対
し

て
い
ま
す
。
予
算
を
増
や
す
担
保
が
無

い
、
養
育
を
家
庭
の
自
己
責
任
と
す
る

理
念
、
学
校
で
の
過
度
な
競
争
・
管
理

等
に
よ
る
人
権
侵
害
の
反
省
が
無
い
事

等
か
ら
で
す
。
同
法
成
立
後
の
政
府
施

策
を
受
け
て
、
山
形
県
も
今
年
度
「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
山
形
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
「
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
を
聴
き

反
映
す
る
仕
組
み
の
構
築
」
等
を
打
ち

出
し
た
訳
で
す
が
予
算
の
小
さ
い
事
業

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

▽
加
藤
大
臣
は
子
ど
も
ま
つ
り
に
つ
い

て
「
お
子
さ
ん
た
ち
の
笑
顔
が
輝
き
ま

ぶ
し
か
っ
た
で
す
」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
て
い
ま
し
た
が
、
予
算
の
確
保
を
始

め
、
子
ど
も
の
笑
顔
を
曇
ら
せ
な
い
真

剣
な
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）
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土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月16日入札分

・三光町双葉町1号線ほか1路線道路改良工事（三光町地内）（入札4業者）
田川砂利工業(株) 5,360,000円（5,530,000円）工期～9/27（落札率96.93％）
・市道神楽橋十三軒町線道路改良工事（本町二丁目地内）（入札3業者）
小野寺建設(株) 50,000,000円（51,050,000）工期～7/1/10（落札率97.94％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月16日入札分

・湯野浜振興ｾﾝﾀｰ改修工事実施設計業務委託(湯野浜一丁目1番7号)（入札12業者）
HARADA・ARCHITECTURE GROUP(株) 3,700,000円（4,845,000円、最低制限価格3,520,000円）

期間～7/1/31（落札率76.37％）
・出羽庄内国際村改修工事設計業務委託(伊勢原町8-32)(入札12業者うち1業者無効)
キャド・キャム(株) 4,800,000円（6,326,000円、最低制限価格4,582,856円）

期間～7/1/31（落札率75.88％）
・市先端研究産業支援センターＬＥＤ照明更新工事（覚岸寺字水上245番地ほか）
（入札9業者うち1業者辞退、1業者欠席）
(有)大久保電気工事店 2,500,000円（2,610,000円）工期～7/31（落札率95.79％）
・市ごみ焼却施設外構整備電気設備工事（宝田三丁目13番6号）（入札16業者）
配工電気(株) 17,950,000円（18,430,000円）工期～12/27（落札率97.40％）
・市ごみ焼却施設外構整備機械設備工事（宝田三丁目13番6号）（入札10業者うち
1業者辞退）
山形空調(株) 86,150,000円（87,950,000円）工期～12/27（落札率97.95％）
・市ごみ焼却施設外構整備工事（宝田三丁目13番6号）（入札8業者うち4業者辞退、
1業者無効）
(株)佐藤工務 116,600,000円（117,600,000円）工期～12/27（落札率99.15％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
5月17日入札分

・令和6年度 取・送水ポンプ更新工事（滝沢地内ほか）（入札10業者うち1業者無効）
三和メイテック(株) 14,630,000円（14,930,000円）工期～12/20（落札率98.00％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

そ
の
結
果
、
卒
業
生
の
県

内
就
職
率
も
低
下
し
た
」

と
答
え
、
公
立
化
だ
け
で

は
、
問
題
は
解
決
し
ま
せ

ん
。「

食
の
都
庄
内
」
は
、

「
食
文
化
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
に
世
界
で
唯

一
の
「
食
科
学
大
学
」
が

あ
り
、
鶴
岡
市
と
戦
略
的

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。

日
本
に
は
な
い
「
食
科

学
大
学
」
や
食
科
学
科
も
、

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

大
学
設
置
に
至
る
経
過

を
振
り
返
る
と
、

１
９
９
６
年
に
県
は
大

学
誘
致
を
決
め
、
公
設
民

営
と
し
、

年
４
月
に
東

01

北
公
益
文
科
大
学
を
酒
田

市
に
開
学
。

同
時
に
、
酒
田
市
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
鶴
岡

市
に
大
学
院
（

年
４
月

05

開
学
）
と
「
慶
應
大
先
端

生
命
科
学
研
究
所
」
（
01

年
４
月
）
を
設
置
。

公
益
大
と
大
学
院
、
慶

應
先
端
研
設
置
に
投
入
し

た
資
金
は
、
県
１
６
０
億

円
、
鶴
岡
市
と
酒
田
市
１

２
０
億
円
、
町
村

億
円

20

の
合
計
３
０
０
億
円
（
う

ち
研
究
所
予
算
は

億
84

円
）
で
し
た
。

鶴
岡
市
の

億
円
に

60

は
、
無
償
で
貸
与
し
た
土

地
評
価
分

億
円
が
含
ま

20

れ
て
い
ま
す
。

「
市
田
忠
義
さ
ん
と
希

望
を
語
る
つ
ど
い
」
が
19

日
、
出
羽
庄
内
国
際
村
で

開
か
れ
、
く
ら
し
や
未
来
、

社
会
な
ど
に
つ
い
て
、
市

田
忠
義
党
副
委
員
長
が
答

え
ま
し
た
。

中
国
や
北
朝
鮮
に
対
し

て
、
「
日
本
も
軍
拡
で
対

抗
す
べ
き
で
は
？
」
の
問

い
に
対
し
て
、

「
向
こ
う
が
増
強
す
れ

ば
こ
ち
ら
は
さ
ら
に
増
強

と
、
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン

マ
に
陥
る
。

東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力

条
約
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
を
結
び
、

年
以
上
紛
争
が
な
い
東

50南
ア
ジ
ア
の
よ
う
に
、
対

話
で
緊
張
を
な
く
す
し
か

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

「
仮
に
中
国
と
軍
事
衝

突
を
起
こ
せ
ば
、
日
本
の

経
済
は
一
日
も
持
た
な
く

な
る
。

自
衛
隊
が
米
軍
の
指
揮

下
に
置
か
れ
、
先
制
攻
撃

に
加
担
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
最
も
危
険
だ
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

市
田
氏
は
、
「
川
の
流

れ
の
表
面
だ
け
で
な
く
、

本
流
を
見
よ
う
」
と
訴
え
、

自
民
党
の
裏
金
問
題
で
は

赤
旗
の
ス
ク
ー
プ
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
、

困
難
な
時
に
も
、
全
国

の
支
部
が
草
の
根
で
国
民

と
結
び
付
い
た
党
だ
か
ら

こ
そ
、
１
０
２
年
の
歴
史

を
刻
ん
だ
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
、
「
た
っ
た
一
度
の

人
生
、
歴
史
の
歯
車
を
前

に
進
め
る
生
き
方
を
ご
一

緒
に
」
と
、
入
党
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

無
所
属
議
員
が
会
派

結
成
届
提
出

鶴
岡
市
議
会
で
、
無
所

属
議
員
か
ら
新
た
な
会
派

結
成
届
け
が
２
件
、

日
15

付
け
で
提
出
さ
れ
ま
し

た
。会

派
名
「
希
望
の
つ
ど

い
」
に
佐
藤
麻
里
議
員
（
代

表
）
と
中
沢
深
雪
議
員
、

「
リ
ベ
ラ
ル
」
に
阿
部
寛

議
員
（
代
表
）
と
本
間
信

一
議
員
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
て
の

議
員
が
会
派
に
所
属
す
る

こ
と
に
な
り
、
市
議
会
は

８
つ
の
会
派
構
成
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
ま
す
。

鶴
岡
市
議
会
で
は
会
派

制
が
と
ら
れ
、
常
任
委
員

会
以
外
の
議
会
運
営
委
員

会
や
特
別
委
員
会
等
に

は
、
無
所
属
議
員
は
所
属

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

既
に
定
数
と
任
期
に
よ

り
委
員
が
選
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
増
員
が
で

き
ず
、
新
会
派
は
今
後
、

委
員
外
議
員
と
し
て
出
席

し
、
発
言
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
議
会
定
例
会
で
の
総

括
質
問
に
は
、
２
つ
の
新

会
派
も
加
わ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

る
騒
音
等
に
つ
い
て
、
掲

載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

八
森
山
ヒ
ュ
ッ
テ
に
移

動
し
、
山
菜
取
り
や
、
懇

談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
３
区
予
定
候
補

者
の
山
田
守
氏
、
関
徹
県

議
、
坂
本
昌
栄
市
議
が
挨

拶
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

豊
浦
支
部
の
協
力
に
よ

り
、
美
味
し
い
孟
宗
汁
と
、

た
け
の
こ
ご
飯
を
頂
き
、

今
後
の
活
動
と
団
結
を
確

認
し
ま
し
た
。

の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。（
写
真
）

八
森
山
風
力
発
電
に
つ

い
て
は
、

日
発
行
の
コ

17

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
し
ん
ぶ
ん

で
、
環
境
影
響
評
価
の
事

後
調
査
の
公
開
を
受
け
、

ク
マ
タ
カ
衝
突
防
止
策

（
風
車
に
目
玉
模
様
の
塗

装
）
や
、
強
風
時
に
お
け

坂
本
ブ
ロ
ッ
ク
後
援
会

は

日
、
八
森
山
ヒ
ュ
ッ

19
テ
で

人
（
子
ど
も
１
人

28

含
む
）
が
参
加
し
、
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
Ｅ
Ｒ
Ｅ
鶴
岡
八

森
山
風
力
発
電
所
の
下
を

訪
れ
、
発
電
用
大
型
風
車


